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馬毛島に自衛隊施設を整備する必要性
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現 状

訓練施設

全国的に、自衛隊の訓練施設は十分にあるわけではありません。

○自衛隊は国民の生命と平和な暮らしを守り抜くため、訓練を十分に行う必要があります。

○我が国の国土は狭隘（あい）であり、既存の訓練施設についても様々な制約があります。

➡各部隊は、国外の訓練場の活用を含む様々な工夫を行い、訓練を実施しています。
このような中、より実践的な訓練を実施するため、馬毛島に新たな訓練施設を整備することは、
我が国の防衛に万全を期すために非常に意義のある取組です。

後方支援（補給）施設

あらゆる事態に対応するため、後方支援（補給）施設を最適な場所に設置する必要があります。

○厳しい安全保障環境の中、あらゆる事態にシームレスに対応するため、部隊による継続的な活
動が重要です。

○大規模災害等の事態の各種事態に応じて、臨機応変に後方支援拠点を設ける必要があります。

○災害時に民間施設を後方支援拠点に設定し、活動した事例もあります。

➡この地域に自衛隊施設があれば、より臨機かつ長期にわたって継続的な活動を行うことができ
ます。

令和２年○月
防 衛 省
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なぜ馬毛島なのか？

“島”であり住宅地に隣接していない環境

○地域の方々に与える騒音等の影響を限定できます。

○周囲を海に取り囲まれている島の特性から、島嶼（しょ）防衛に資する訓練の実施

が可能になります。

➡我が国の防衛のために効果の高い訓練を、環境負荷を抑えつつ実施できます。

訓練施設、飛行場施設及び港湾施設が一体となった自衛隊施設の整備が可能

○訓練施設、飛行場施設及び港湾施設を１つの場所に設置できる広さがあります。

○陸海空自衛隊が一体となって活動する「統合運用」の観点からも、利用価値の高い
施設となります。

➡このような施設を一つ整備することは、複数の防衛施設を整備することに匹敵する
とも言えます。

○厳しい安全保障環境を踏まえ、南西地域の防衛体制を強化しています。

○与那国島、石垣島、宮古島、奄美大島等への部隊配備を進めていますが、一定以上

の規模の訓練施設及び後方支援（補給）施設を新たに整備できていません。

➡部隊配備に加え、訓練や後方支援を実施できる環境を整備することで、この地域の

防衛体制はより強固なものとなります。

南西諸島に所在
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縮尺が同じ地図を用いて本州・四国と南西地域を比較

南西地域に所在する自衛隊施設等（2020年9月時点） 本州・四国に所在する自衛隊施設等（2020年9月時点）

凡例：

● 自衛隊機が使用している2,400ｍ以上
の滑走路が設置されている飛行場

● 自衛艦の定係港（船籍港）

● 大演習場・中演習場

● 近年新たに配置した駐・分屯地
※南西地域に限る(予定含む)
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自衛隊施設整備の現状
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馬毛島における自衛隊の訓練計画
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自衛隊の訓練時間スケジュール（イメージ）

１日当たりの訓練時間スケジュール（イメージ）
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ＦＣＬＰ
４～６機程度

（約６０機が入れ替わり）

４機程度

２~８機程度

※ＦＣＬＰ実施中は自衛隊の訓練を実施しません。自衛隊の訓練は、異なる訓練を同日に実施することもあります。
※白抜き個所は、馬毛島周辺以外での飛行や訓練を示しています。

➡自衛隊の訓練（連続離着陸訓練、模擬艦艇発着艦訓練）では、米軍のＦＣＬＰと比較し、１日当たりの訓
練時間も短く、飛行回数も少なくなります。

○自衛隊の訓練の中でも航空機騒音が比較的大きな連続離着陸訓練及び模擬艦艇発着艦訓練に着目し、１日
の訓練時間のイメージ※を作成し、米軍のＦＣＬＰと比較したものです。
※自衛隊馬毛島基地（仮称）における訓練については、現在、各自衛隊において、実施時期、期間、規模、内容等を検討しているところです。そのため、
本資料は現時点での連続離着陸訓練及び模擬艦艇発着艦訓練の所要の見込みを一例として示すものとなっており、細部については、今後、各自衛隊の中
で検討されます。

前 提

連続離着陸訓練（航空自衛隊）
・連続離着陸を実施する時間は１回当
たり数十分程度です。（少なくとも深
夜における訓練は実施せず）

模擬艦艇発着艦訓練（航空自衛隊）
・発着艦訓練を実施する時間は１回当
たり１時間程度です。（少なくとも深
夜における訓練は実施せず）

連続離着陸訓練（海上自衛隊）
・連続離着陸を実施する時間は１回当
たり２時間程度です。（少なくとも深
夜における訓練は実施せず）

FCLP
・日中から深夜にかけて実施

６

訓練

時刻

１機



○自衛隊の訓練の中でも航空機騒音が比較的大きな連続離着陸訓練及び模擬艦艇発着艦訓練に着目し、月間の
訓練スケジュールのイメージ※を作成したものです。
※自衛隊馬毛島基地（仮称）における訓練については、現在、各自衛隊において、実施時期、期間、規模、内容等を検討しているところです。そのため、
本資料は現時点での連続離着陸訓練及び模擬艦艇発着艦訓練の所要の見込みを一例として示すものとなっており、細部については、今後、各自衛隊の中
で検討されます。
※ＦＣＬＰ実施中は自衛隊の訓練を実施しません。下記の訓練に加えて、連続離着陸訓練及び模擬艦艇発着艦訓練以外の訓練を行うこともあります。

機動展開訓練が行われる月（４か月／年）の月間スケジュール（イメージ） 機動展開訓練が行われない月（６か月／年）の月間スケジュール（イメージ）

機動展開訓練（航空自衛隊）
・四半期（３か月）ごとを基準に
約２、３週間で訓練を実施

● 連続離着陸訓練（航空自衛隊）
・主に戦闘機を用いて実施
・機動展開訓練に合わせて四半期
（３か月）ごとを基準に訓練を実施
・年間約５０日

● 模擬艦艇発着艦訓練（航空自衛隊）
・Ｆ－３５Ｂ戦闘機を用いて実施
・年間を通じて訓練を実施
・年間約１００日

● 連続離着陸訓練（海上自衛隊）
・主に哨戒機を用いて実施
・年間を通じて訓練を実施
・年間約５０日

自衛隊の月間の訓練スケジュール（イメージ）
前 提

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

月 火 水 木 金 土 日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31
訓練実施日※機動展開訓練除く
→１５日／月

訓練実施日
→１１日／月

※演習の状況により、土日に訓練を実施する可能性もあります。
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５海里

連続離着陸訓練・模擬艦艇発着艦訓練・ＦＣＬＰに係る主な訓練範囲

有視界飛行方式

計器飛行方式

【 ＦＣＬＰ飛行経路 】

連続離着陸訓練

模擬艦艇発着艦訓練

➡米軍が行うＦＣＬＰと同様に、自衛隊の訓練においても、緊急時等
を除き種子島上空を飛行経路とすることはありません。

➡特に大きな騒音が発生するのは離着陸の際であり、主に馬毛島
周辺での騒音となります。馬毛島と種子島は約１０ｋｍと離れており、
航空機騒音も限定されます。

８

○主にP-1、P-3Cの哨戒機が、馬毛島を中心とした半径５
海里（約９km）程度の範囲でタッチアンドゴーの訓練を実施。

海上自衛隊

○F-35B戦闘機が、馬毛島を中心とした半径５海里（約９km）
程度の範囲で、短距離離陸や垂直着陸の訓練を実施。

航空自衛隊

赤線

青線

緑線の
範囲内

緑線の
範囲内

○主にF-35、F-15、F-2の戦闘機が、FCLPと同程度の範
囲でタッチアンドゴーの訓練を実施。
※地元への影響に配慮した飛行経路も検討

航空自衛隊



※自衛隊馬毛島基地（仮称）における訓練については、現在、各自衛隊において、実施時期、期間、規模、内容等を検討しているところです。
そのため、本資料は、過去の類似の場所・内容の訓練における実績等に基づき、現時点での主な自衛隊の訓練所要の見込みを示すものと
なっており、細部については、今後、各自衛隊の中で検討されます。また、上記以外の装備品を使用した訓練を行う可能性があります。
※ＦＣＬＰ実施中は自衛隊の訓練を実施しません。
※上記の訓練について、異なる訓練を同日に実施することもあります。 ９

訓練の内容・所要日数（見込み）※航空機騒音が発生しない訓練や航空機騒音の小さなものは赤枠内に記載



自衛隊の訓練について

訓練準備

○自衛隊は国民の生命と平和な暮らしを守り抜くため、訓練を十分に行う必要があります。

○訓練の実施に当たっては、訓練目的の達成のため、また、安全管理に万全を期す観点からも、

十分な時間をかけ、事前のブリーフィングや装備品等の準備・点検を行うなど、細心の注意を

払い準備をする必要があります。

令和２年○月
防 衛 省

10」

離島で訓練を実施する際の訓練期間の一例

曜日 （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水）

訓練
日程 実動訓練

○安全管理のみならず、部隊の即応性を維持する観点からも、訓練後の整備は必要不可欠です。

○また、装備品等の物品を適切に管理する観点からも、その紛失・破損等がないように、十分

な時間をかけて点検・整備等をする必要があります。

点検・整備

➡今後、地元の方々に訓練期間をお知らせする場合、実動訓練の期間のみならず、準備から撤収等の
期間を含む場合があります。なお、訓練の内容等によって準備・撤収等に必要な日数が異なることをご
理解ください。

※上記は種子島で実施した訓練を参考に作成しています。日数は参考として一例を記載しており、訓練内容等によって異なります。

訓練準備等 撤収・整備等（予備日含む）

・装備品等の準備・点検
・部隊の移動
・事前のブリーフィング 等

・天候不良等による訓練予備日
・装備品等の点検・整備
・部隊の撤収


